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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　木製の内側の引き戸に設置した錠本体のシリンダ部に挿通した操作軸を、木製の外側の
引き戸又は袖壁に設置した受けプレートに形成した孔部に挿入して施錠を行う木製の引き
戸の差込栓錠の取付構造において、
　前記差込栓錠が、操作軸に、該操作軸を押し込み及び回転操作する操作用摘みと、操作
軸の軸方向に間隔をあけて第１及び第２の施錠突起とを備え、シリンダ部に、第１の施錠
突起がシリンダ部の外周面より突出しないように収容、案内される鉤状のガイド溝を形成
し、受けプレートの孔部の周縁に、第２の施錠突起が通過できる挿通部及び通過できない
非挿通部を形成し、操作軸を後退方向に付勢するばね部材を配設してなり、
　前記錠本体を、該錠本体シリンダ部を木製の内側の引き戸に穿って形成した円孔状の窪
みに嵌め込んで設置するようにしたことを特徴とする木製の引き戸の差込栓錠の取付構造
。
【請求項２】
　受けプレートの孔部が、長孔形状をしてなることを特徴とする請求項１に記載の木製の
引き戸の差込栓錠の取付構造。
【請求項３】
　錠本体に、操作軸を押し込み操作したときに操作用摘みの基部が入り込む凹部を形成し
てなることを特徴とする請求項１又は２に記載の木製の引き戸の差込栓錠の取付構造。
【請求項４】
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　ガイド溝が、末端側が操作軸の後退方向に切り込んだ形状をしてなることを特徴とする
請求項１、２又は３に記載の木製の引き戸の差込栓錠の取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、引き戸用差込栓錠の取付構造に関し、特に、木製の引き戸に好適に用いるこ
とができる木製の引き戸の差込栓錠の取付構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、引き違い引き戸や片引き戸の施錠を行うために、差込栓錠が汎用されている。
　この引き戸用差込栓錠は、引き違い引き戸や片引き戸の内側の引き戸に設置した錠本体
のシリンダ部に挿通した操作軸を、外側の引き戸又は袖壁に設置した受けプレートに形成
した孔部に挿入して施錠を行うものであった。
【０００３】
　この引き戸用差込栓錠は、引き違い引き戸や片引き戸の施錠を簡易に行うことができる
反面、正規の施錠位置以外の位置で操作軸を突出させた状態で引き戸の開閉操作をするこ
とで、外側の引き戸又は袖壁に損傷を与えたり、差込栓錠自体が破損するという問題があ
った。
【０００４】
　また、この引き戸用差込栓錠は、操作軸を受けプレートに形成した孔部に挿入しただけ
で施錠を行うものであるため、木製の引き戸のように剛性の低い部材で構成されている引
き戸の場合には、差込栓錠が取り付けられている召し合せ部を、内側の引き戸と外側の引
き戸又は袖壁との隙間がひらく方向に変形させることでこじ開ける不正解錠が可能になる
という問題があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記従来の引き戸用差込栓錠の有する問題点に鑑み、正規の施錠位置以外の
位置で操作軸を突出させた状態で引き戸の開閉操作をしにくくするとともに、引き戸を変
形させることで差込栓錠をこじ開ける不正解錠を不可能にすることができる木製の引き戸
の差込栓錠の取付構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の木製の引き戸の差込栓錠の取付構造は、木製の内側
の引き戸に設置した錠本体のシリンダ部に挿通した操作軸を、木製の外側の引き戸又は袖
壁に設置した受けプレートに形成した孔部に挿入して施錠を行う木製の引き戸の差込栓錠
の取付構造において、前記差込栓錠が、操作軸に、該操作軸を押し込み及び回転操作する
操作用摘みと、操作軸の軸方向に間隔をあけて第１及び第２の施錠突起とを備え、シリン
ダ部に、第１の施錠突起がシリンダ部の外周面より突出しないように収容、案内される鉤
状のガイド溝を形成し、受けプレートの孔部の周縁に、第２の施錠突起が通過できる挿通
部及び通過できない非挿通部を形成し、操作軸を後退方向に付勢するばね部材を配設して
なり、前記錠本体を、該錠本体シリンダ部を木製の内側の引き戸に穿って形成した円孔状
の窪みに嵌め込んで設置するようにしたことを特徴とする。
【０００７】
　この場合において、受けプレートの孔部を、長孔形状に形成することができる。
【０００８】
　また、錠本体に、操作軸を押し込み操作したときに操作用摘みの基部が入り込む凹部を
形成することができる。
【０００９】
　また、ガイド溝が、末端側が操作軸の後退方向に切り込んだ形状に形成することができ
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る。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の木製の引き戸の差込栓錠の取付構造によれば、操作軸に、該操作軸を押し込み
及び回転操作する操作用摘みと、操作軸の軸方向に間隔をあけて第１及び第２の施錠突起
とを備え、シリンダ部に、第１の施錠突起が案内される鉤状のガイド溝を、受けプレート
の孔部の周縁に、第２の施錠突起が通過できる挿通部及び通過できない非挿通部をそれぞ
れ形成することにより、操作軸を押し込み及び回転操作することによって、操作軸に形成
した第２の施錠突起を受けプレートの孔部の周縁に形成した非挿通部に位置させることで
、引き戸を変形させることで差込栓錠をこじ開ける不正解錠を不可能にすることができる
。
　また、操作軸を後退方向に付勢するばね部材を配設することにより、操作軸を、非操作
時に後退した状態とすることができ、正規の施錠位置以外の位置で操作軸を突出させた状
態で引き戸の開閉操作をしにくくして、外側の引き戸又は袖壁に損傷を与えたり、差込栓
錠自体が破損することを未然に防止することができる。
【００１１】
　また、受けプレートの孔部を、長孔形状に形成することにより、第２の施錠突起が通過
できる挿通部及び通過できない非挿通部を簡易に形成することができる。
【００１２】
　また、錠本体に、操作軸を押し込み操作したときに操作用摘みの基部が入り込む凹部を
形成することにより、操作用摘みの操作性を良好に維持しながら、錠本体の表面からの操
作用摘みの突出量を抑制し、安全性を向上することができる。
【００１３】
　また、ガイド溝が、末端側が操作軸の後退方向に切り込んだ形状に形成することにより
、操作軸を後退方向に付勢するばね部材との相乗によって、差込栓錠、ひいては、引き戸
のがたつきを防止することができ、引き戸を振動させたり、器具を使用して操作軸を回転
させることにより第１の施錠突起を施錠位置から解錠位置にして行われる不正解錠をより
確実に防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の木製の引き戸の差込栓錠の取付構造の第１実施例を示し、（ａ）は正面
図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ断面図、（ｃ）は（ｂ）のＥ－Ｅ断面図、（ｄ）は分解斜視
図、（ｅ）は解錠状態の平断面図、（ｆ）は同斜視図、（ｇ）は施錠状態の平断面図、（
ｈ）は同斜視図である。
【図２】本発明の木製の引き戸の差込栓錠の取付構造の第２実施例を示し、（ａ）は正面
図、（ｂ）は受けプレート正面図、（ｃ）は縦断面図、（ｄ）は平断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の木製の引き戸の差込栓錠の取付構造の実施の形態を、図面に基づいて説
明する。
【実施例１】
【００１６】
　図１に、本発明の木製の引き戸の差込栓錠の取付構造の第１実施例を示す。
　この引き戸用差込栓錠１は、差込栓錠１を木製の引き違い引き戸Ｄ（窓用引き戸を含む
。以下同じ。）に適用したもので、内側の引き戸Ｄ１に設置した錠本体２のシリンダ部２
１に挿通した操作軸３を、外側の引き戸Ｄ２に設置した受けプレート４に形成した孔部４
１に挿入して施錠を行うようにしたものである。
【００１７】
　そして、この引き戸用差込栓錠１は、操作軸３に、この操作軸３を押し込み及び回転操
作する操作用摘み５と、操作軸３の軸方向に間隔をあけて第１及び第２の施錠突起６１、
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６２とを備え、錠本体２のシリンダ部２１に、第１の施錠突起６１が案内される鉤状のガ
イド溝２２を、受けプレート４の孔部４１の周縁に、第２の施錠突起６２が通過できる挿
通部４１ａ及び通過できない非挿通部４１ｂをそれぞれ形成し、さらに、操作軸３を後退
方向に付勢するばね部材７を配設するようにしている。
【００１８】
　錠本体２は、内側の引き戸Ｄ１を穿って形成した窪みＤａにシリンダ部２１を嵌め込ん
で設置するようにし、さらに、窪みＤａの中心部を貫通させて、操作軸３を挿通できるよ
うにするとともに、第２の施錠突起６２が収容される空洞部Ｄｂを形成するようにしてい
る。
【００１９】
　そして、錠本体２には、操作軸３を押し込み操作したときに操作用摘み５の基部が入り
込む凹部２３を形成するようにしている。
　これにより、操作用摘み５の操作性を良好に維持しながら、錠本体２（内側の引き戸Ｄ
１）の表面からの操作用摘み５の突出量を抑制し、安全性を向上することができる。
【００２０】
　受けプレート４の孔部４１は、操作軸３の先端部が挿通することができるようにすると
ともに、孔部４１の周縁に、第２の施錠突起６２が通過できる挿通部４１ａ及び通過でき
ない（孔部４１に挿通された操作軸３の先端部に備えられた第２の施錠突起６２が孔部４
１の周縁に当接して係止される）非挿通部４１ｂをそれぞれ形成するようにする。
　そして、本実施例においては、この受けプレート４の孔部４１を、長孔形状に形成し、
その長軸側を、第２の施錠突起６２が通過できる挿通部４１ａとし、短軸側を、通過でき
ない非挿通部４１ｂとするようにしている。
　これにより、第２の施錠突起６２が通過できる挿通部４１ａ及び通過できない非挿通部
４１ｂを簡易に形成することができる。
　なお、受けプレート４の孔部４１を、操作軸３の先端部が挿通することができ、第２の
施錠突起６２が通過できない非挿通部４１ｂとなる丸孔形状に形成し、孔部４１の周縁に
第２の施錠突起６２が通過できる挿通部４１ａとなる切欠溝を形成するようにすることも
できる。
【００２１】
　第１及び第２の施錠突起６１、６２は、操作軸３に形成した小穴又は小孔に、スプリン
グピンを嵌入することにより形成するようにしている。
【００２２】
　この引き戸用差込栓錠１は、操作軸３に、この操作軸３を押し込み及び回転操作する操
作用摘み５と、操作軸３の軸方向に間隔をあけて第１及び第２の施錠突起６１、６２とを
備え、シリンダ部２１に、第１の施錠突起６１が案内される鉤状のガイド溝２２を、受け
プレート４の孔部４１の周縁に、第２の施錠突起６２が通過できる挿通部４１ａ及び通過
できない非挿通部４１ｂをそれぞれ形成することにより、操作軸３を押し込み及び回転操
作することによって、操作軸３に形成した第２の施錠突起６２を受けプレート４の孔部４
１の周縁に形成した非挿通部４１ｂに位置させることで、仮に、引き戸Ｄ１、Ｄ２を変形
させても、第２の施錠突起６２が非挿通部４１ｂを通過できないため、引き戸Ｄ１、Ｄ２
を変形させることで差込栓錠１をこじ開ける不正解錠を不可能にすることができる。
　また、操作軸３を後退方向に付勢するばね部材７を配設することにより、操作軸３を、
非操作時に後退した状態とすることができ、正規の施錠位置以外の位置で操作軸３を突出
させた状態で引き戸Ｄ１、Ｄ２の開閉操作をしにくくして、外側の引き戸Ｄ２に損傷を与
えたり、差込栓錠１自体が破損することを未然に防止することができる。
【実施例２】
【００２３】
　図２に、本発明の木製の引き戸の差込栓錠の取付構造の第２実施例を示す。
　この引き戸用差込栓錠１は、錠本体２のシリンダ部２１に形成する第１の施錠突起６１
が案内される鉤状のガイド溝２２の形状を、第１実施例の引き戸用差込栓錠１のＬ字状に
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　これにより、操作軸３を後退方向に付勢するばね部材７との相乗によって、差込栓錠１
、ひいては、引き戸Ｄ１、Ｄ２のがたつきを防止することができ、引き戸Ｄ１、Ｄ２を振
動させたり、器具を使用して操作軸３を回転させることにより第１の施錠突起６１を施錠
位置から解錠位置にして行われる不正解錠をより確実に防止することができる。
　なお、本実施例のその他の構成及び作用は、第１実施例の引き戸用差込栓錠１と同様で
ある。
【００２４】
　以上、本発明の木製の引き戸の差込栓錠の取付構造について、差込栓錠１を木製の引き
違い引き戸Ｄに適用した複数の実施例に基づいて説明したが、本発明は上記実施例に記載
した構成に限定されるものではなく、各実施例に記載した構成を適宜組み合わせる等、そ
の趣旨を逸脱しない範囲において適宜その構成を変更することができ、また、適用対象も
、木製の引き違い引き戸Ｄのほか、木製の片引き戸（この場合、上記実施例において外側
の引き戸Ｄ２に設置していた受けプレート４は、袖壁に設置される。）にも適用できるも
のである。
【産業上の利用可能性】
【００２５】
　本発明の木製の引き戸の差込栓錠の取付構造は、正規の施錠位置以外の位置で操作軸を
突出させた状態で引き戸の開閉操作をしにくくするとともに、引き戸を変形させることで
差込栓錠をこじ開ける不正解錠を不可能にすることができることから、剛性の低い木製の
引き違い引き戸や片引き戸の用途に好適に用いることができる。
【符号の説明】
【００２６】
　１　差込栓錠
　２　錠本体
　２１　シリンダ部
　２２　ガイド溝
　２３　凹部
　３　操作軸
　４　受けプレート
　４１　孔部
　４１ａ　挿通部
　４１ｂ　非挿通部
　５　操作用摘み
　６１　第１の施錠突起
　６２　第２の施錠突起
　７　ばね部材
　Ｄ　引き違い引き戸
　Ｄ１　内側の引き戸
　Ｄ２　外側の引き戸
　Ｄａ　窪み
　Ｄｂ　空洞部
　Ｄｃ　窪み
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